
全巻予約注文書
単品での購入は

裏面をご利用下さい

斎
藤
正
二
著
作
選
集

全
７
巻
　
八
坂
書
房

　
　
　
　
　
右
の
購
入
を
予
約
し
ま
す

取扱書店

住
所

電
話

氏
名

〒

刊行によせて

斎
藤
正
二
著
作
選
集
全
七
巻

　
第
１
回
配
本
●
第
６
巻
　
二
〇
〇
一
年
八
月
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

五
九
二
頁
　
予
価
●
九
、八
〇
〇
円

　
第
２
回
配
本
●
第
１
巻
　
二
〇
〇
一
年
十
一
月
刊
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
以
下
順
次
刊
行

予
価
●
各  

九
、八
〇
〇
円
（
本
体
価
格
）

造
本
・
体
裁
　
Ａ
５
判
・
上
製
・
函
入
り
　
本
文
９
ポ
１
段
組
み
　
各
巻
約
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
頁

〒
一
〇
一
‐
〇
〇
六
四
　
東
京
都
千
代
田
区
猿
楽
町
一
〜
四
〜
十
一

電
話
・
〇
三
‐
三
二
九
三
‐
七
九
七
五
　
振
替  

〇
〇
一
五
〇
‐
八
‐
三
三
九
一
五

八
坂
書
房

八坂書房

斎
藤
正
二

著
作
選
集

　
一
昨
年
の
秋
、
旧
友
の
八
坂
書
房
社
主
が
拙
宅
に
見
え
ら
れ
、
先
に
刊
行
し
た
『
杉

本
つ
と
む
著
作
選
集
』
（
全
十
巻
）
に
続
い
て
、
同
形
式
で
私
の
著
作
を
纏
め
て
刊

行
し
た
い
が
御
承
諾
頂
け
ま
い
か
、
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
当
方
は
、
あ

ま
り
に
も
唐
突
な
ご
提
案
に
唯
只
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
、
暫
し
口
を
噤
む
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
ご
と
き
卑
小
な
文
筆
家
が
著
作
集
の
よ
う
な
も
の
を
出
そ

う
な
ど
と
い
っ
た
考
え
を
抱
く
こ
と
か
ら
し
て
言
語
道
断
の
厚
顔
無
恥
の
咎
を
犯
す

結
果
を
生
む
の
は
不
可
避
で
す
、
せ
っ
か
く
最
晩
年
に
及
ん
で
自
己
相
対
化
の
好
境

涯
に
悟
入
し
か
か
っ
て
い
る
と
き
に
小
人
物
の
燠
火
を
煽
る
よ
う
な
勾
引
は
お
止
め

く
だ
さ
い
。
と
、
ま
あ
、
斯
ん
な
ふ
う
に
お
答
え
し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
は
決
し
て

格
好
付
け
た
も
の
で
も
、
勿
体
振
っ
た
も
の
で
も
な
く
、
本
心
そ
の
も
の
を
吐
露
し

た
心
算
で
す
。
す
る
と
社
主
は
「
そ
う
仰
言
る
だ
ろ
う
と
予
期
し
て
い
ま
し
た
。
急

ぎ
ま
せ
ん
、
暫
く
猶
予
期
間
を
置
い
て
ゆ
っ
く
り
結
論
を
導
き
出
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
い
わ
れ
、
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
別
れ
し
た
あ
と
、
そ
し
て
そ
の
後
数
日
、
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
自
分

の
過
去
の
業
績
の
貧
素
貧
薄
が
目
に
立
ち
、
愈
愈
自
己
嫌
悪
が
募
る
ば
か
り
で
し
た
。

一
番
に
目
立
つ
欠
陥
は
、
当
方
が
一
九
八
五
年
秋
に
慢
性
膵
臓
炎
（
当
時
は
未
だ
膵

臓
癌
の
病
相
が
確
定
さ
れ
ず
怪
し
い
患
者
に
は
一
括
し
て
此
の
病
名
が
付
け
ら
れ
て

い
た
由
、
年
隔
っ
て
か
ら
主
治
医
に
聴
か
さ
れ
ま
し
た
）
を
患
っ
て
以
降
、
仕
事
ら

し
き
仕
事
を
殆
ど
為
遂
げ
て
お
ら
ず
、
依
頼
さ
れ
る
註
釈
の
作
業
の
ほ
か
短
い
雑
文

を
辛
う
じ
て
書
い
た
、
と
い
う
に
過
ぎ
ぬ
事
実
で
し
た
。
五
十
歳
台
後
半
以
降
、
殆

ど
何
も
せ
ず
、
予
後
暮
ら
し
の
病
弱
を
口
実
な
い
し
分
疏
と
し
て
怠
け
に
怠
け
て
い

た
の
は
否
み
難
い
事
実
で
し
た
。
そ
れ
で
、
ま
す
ま
す
引
っ
込
み
思
案
の
殻
の
中
に

身
を
潜
め
、
荏
苒
日
を
経
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
も
う
あ
の
話
は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
の
か
と
、
半
ば
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
、

半
ば
張
り
合
い
抜
け
を
覚
え
た
り
し
た
数
ヶ
月
の
あ
と
、
突
如
（
と
い
う
感
じ
で
）

八
坂
さ
ん
が
見
え
ら
れ
、
「
第
一
回
配
本
は
明
年
四
月
頃
と
い
う
線
で
、
全
巻
構
成

お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
原
稿
蒐
集
を
お
始
め
く
だ
さ
い
ま
す
か
」
と
畳
み
込
む
ご

と
く
に
言
わ
れ
る
。
茲
で
、
わ
た
く
し
は
全
面
降
伏
し
、
万
事
を
お
任
せ
す
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。
八
坂
さ
ん
は
、
抑
抑
の
頭
初
か
ら
、
人
生
舞
台
の
作
法
な
ん
ぞ
は

見
透
か
し
て
お
ら
れ
、
人
間
事
の
〈
時
〉
お
よ
び
〈
幕
〉
を
精
確
に
攫
ん
で
お
ら
れ

た
に
相
違
な
い
と
気
付
き
ま
し
た
。
斯
様
な
人
物
と
邂
逅
う
こ
と
の
出
来
た
我
が
身

の
幸
運
を
、
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
観
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
僻
ん

で
然
う
自
分
で
思
い
込
ん
で
い
る
ほ
ど
に
は
不
幸
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
著
作
選
集
、
售
れ
な
い
と
困
り
ま
す
。
售
れ
て
ほ
し
い
と

念
じ
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
　
二
〇
〇
一
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

著  

者
　
誌
　
　

　
　
『
日
本
人
と
サ
ク
ラ
』
　
斎
藤
正
二
著

　
本
書
は
、〈
サ
ク
ラ
〉
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
ま
た
個
人
と
し
て
は
日
本
で
一
番
で
あ
ろ
う
〈
サ
ク
ラ
〉

の
参
考
書
誌
目
録
保
持
者
で
も
あ
る
著
者
が
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
〈
サ
ク
ラ
観
〉
に
対
す
る
懐
疑

と
批
判
を
科
学
的
思
考
に
立
脚
し
て
筆
を
執
り
、
そ
こ
か
ら
所
謂
「
日
本
的
思
考
」
を
構
成
す
る
凡

ゆ
る
種
類
の
〈
先
入
主
＝
偏
見
〉
や
〈
虚
偽
の
論
証
〉
が
伝
統
的
な
〈
サ
ク
ラ
観
〉
の
中
に
集
大
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
上
で
、
科
学
的
思
考
お
よ
び
植
物
愛
を
土
壌
と
し
た
精
神
的
基
盤

の
上
に
樹
立
し
た
新
た
な
日
本
人
の
〈
サ
ク
ラ
観
〉
の
構
築
を
目
指
そ
う
と
し
た
意
欲
あ
ふ
れ
る
作

品
で
あ
る
。
〈
サ
ク
ラ
〉
を
通
し
て
日
本
人
と
日
本
社
会
の
現
状
が
科
学
的
に
示
さ
れ
、
ま
た
サ
ク

ラ
に
よ
っ
て
日
本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
各
々
の
社
会
に
生
き
る
人
間
の
〈
も
の
の
考
え
方
〉
い
か
ん
を

計
る 

M
e
r
k
m
a
l
 

が
得
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。
本
書
は
、
「
サ
ク
ラ
の
国
・
日
本
」
の
日

本
人
が
持
つ
幻
想
や
伝
統
的
自
然
観
の
問
題
点
を
率
直
に
示
し
、
容
赦
な
く
我
々
に
現
実
の
認
識
の

必
要
を
迫
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
サ
ク
ラ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
設
定
に
対
し
、
科
学
的
＝
論
理

的
に
接
近
を
な
す
た
め
に
著
者
は
人
間
の
精
神
が
「
先
入
的
偏
見
」
や
「
固
定
観
念
」
に
囚
わ
れ
や

す
い
こ
と
を
示
し
、
正
し
い
真
理
に
近
づ
く
た
め
に
は
精
神
を
白
紙
に
戻
す
必
要
性
を
説
く
。
そ
の

上
で
「
自
明
の
理
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
が
「
先
入
主
」
や
「
固
定
観
念
」
の
集
積
に
す
ぎ
な

い
こ
と
を
証
明
し
た
客
観
的
史
料
を
提
示
す
る
。
モ
ー
ス
や
ハ
ー
ン
の
日
本
で
の
観
察
記
録
の
中
か
ら
、

富
士
山
を
見
て
も
、
サ
ク
ラ
を
見
て
も
、
「
仕
込
ま
れ
」
「
教
え
込
ま
れ
た
」
と
お
り
に
し
か
そ
れ

ぞ
れ
の
対
象
を
把
握
し
て
い
な
い
日
本
人
の
姿
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
「
自
然
を
愛
す
る
」

日
本
人
が
あ
る
こ
と
を
著
者
は
指
摘
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
桜
」
が
日
本
の
国

花
で
あ
り
日
本
精
神
の
象
徴
と
な
っ
た
「
サ
ク
ラ
社
会
神
話
」
と
い
う
〈
一
種
の
〉
神
話
が
国
粋
主

義
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
意
図
的
に
形
成
さ
れ
た
事
実
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
武
蔵
野
の
美
を

発
見
し
伝
統
的
自
然
観
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
国
木
田
独
歩
や
自
ら
の
物
差
尺
で
自
然
の
美
を
み
よ
う

と
し
た
徳
富
蘆
花
ら
に
つ
い
て
言
及
し
、
明
治
国
家
建
設
中
に
自
己
に
目
覚
め
自
己
の
人
間
性
を
守

り
抜
こ
う
と
し
た
〈
新
し
き
人
間
〉
の
発
言
に
目
を
向
け
て
い
る
。
　
　
　
　
（
河 

 

上
　
　 

 

子
）

　
　
河
上
倫
逸
監
修
『
二
一
世
紀
の
必
読
書
一
〇
〇
選
』
（
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
　
二
一
世
紀
の
関

　
　
西
を
考
え
る
会
刊
）
よ
り

　　　
　
『
日
本
的
自
然
観
の
研
究
』
（
上
・
下
）
　
斎
藤
正
二
著

　
自
然
を
尊
び
草
木
虫
魚
を
愛
す
る
の
が
日
本
の
国
民
性
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
い
わ
ゆ
る
日

本
的
自
然
観
が
現
実
に
促
進
さ
れ
て
い
る
自
然
軽
視
＝
自
然
破
壊
の
動
向
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
唱

導
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
術
語
が
支
配
の
象
徴
体
系
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
著
者
は
い
う
。

こ
の
支
配
の
論
理
に
対
し
て
被
支
配
層
の
側
か
ら
異
議
を
提
起
し
、
伝
統
的
自
然
観
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
性
を
解
明
し
よ
う
と
い
う
眼
目
で
本
書
は
書
か
れ
て
い
る
。
雑
誌
そ
の
他
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を

体
系
化
し
た
浩
瀚
の
書
で
、
序
論
「
自
然
観
と
文
学
的
象
徴
」
以
下
、
第
一
部
「
日
本
的
自
然
観
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
│
そ
の
定
立
の
条
件
」
、
第
二
部
「
日
本
的
自
然
観
の
形
成
と
定
着
」
（
以
上
、
上
巻
）
、

第
三
部
「
同
（
つ
づ
き
）
」
、
第
四
部
「
日
本
的
自
然
観
の
展
開
事
例
」
、
第
五
部
「
花
伝
書
を
た

ず
ね
て
│
天
文
期
・
慶
長
期
『
花
伝
書
』
の
研
究
」
、
第
六
部
「
日
本
の
風
土
│
過
去
と
現
在
」
よ

り
成
る
が
、
日
中
律
令
学
制
の
比
較
学
問
史
考
察
に
は
じ
ま
り
「
懐
風
藻
」
「
万
葉
集
」
「
古
今
集
」

を
は
じ
め
漢
文
・
和
文
の
主
要
文
学
作
品
を
資
料
と
し
て
自
然
観
の
形
成
・
推
移
と
跡
づ
け
、
ま
た
松
・

梅
・
椿
・
桜
・
桃
・
木
瓜
・
竹
・
藤
・
花
菖
蒲
・
山
吹
・
萱
草
・
蓮
・
菊
・
秋
草
・
楓
・
柳
・
芍
薬
・

牡
丹
を
対
象
と
し
て
自
然
観
の
展
開
を
追
求
す
る
作
業
、
あ
る
い
は
近
世
に
お
け
る
花
伝
書
（
立
花

に
関
す
る
絵
図
と
文
章
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
る
著
作
）
の
内
容
・
体
系
を
分
析
し
て
歴
史

的
社
会
的
に
評
定
し
、
さ
ら
に
正
し
い
自
然
観
＝
風
景
観
、
郷
土
観
を
確
立
す
る
た
め
と
い
う
眼
目

の
も
と
に
過
去
と
現
在
の
多
く
の
風
土
論
を
批
判
的
に
検
討
す
る
等
々
、
き
わ
め
て
多
面
的
総
合
的

見
地
か
ら
日
本
的
自
然
観
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
参
考
文
献
目
録
お
よ
び
索
引
が
付
さ
れ
て

い
る
の
で
本
書
は
事
典
的
役
割
を
も
果
た
す
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋 

 

山
　
虔
）

　
　
市
古
貞
次
編
『
国
文
学
研
究
書
目
解
題
』
（
一
九
八
二
年
　
東
京
大
学
出
版
局
刊
）
よ
り

著
者
略
歴

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
　
東
京
都
八
王
子
市
に
生
ま
れ
る

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
　
東
京
大
学
文
学
部
教
育
学
科
卒
業

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
　
東
京
大
学
文
学
部
大
学
院
満
期
退
学

　
　
　
こ
の
間
に
、
雑
誌
「
日
本
短
歌
」
（
日
本
短
歌
社
）
編
集
長
、
創
元
社
編
集
部
々
員
、

　
　
「
現
代
日
本
詩
人
全
集
」
（
東
京
創
元
社
）
編
集
長
、
雑
誌
「
短
歌
」
（
角
川
書
店
）

　
　
編
集
長
な
ど
を
歴
任
。
三
〇
歳
に
な
っ
た
日
を
機
に
初
志
に
戻
り
晩
学
に
熱
中
、
東

　
　
京
大
学
文
学
部
旧
制
大
学
院
に
て
は
大
畠
清
博
士
（
宗
教
史
・
宗
教
学
担
当
）
の
弟

　
　
子
と
な
る
を
許
さ
れ
る
。

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）
　
日
本
大
学
芸
術
学
部
講
師

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）
　
日
本
大
学
文
理
学
部
講
師

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）
　
國
學
院
大
學
文
学
部
講
師

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
　
二
松
学
舎
大
学
助
教
授

　
　
　
こ
の
間
に
、
國
學
院
大
學
神
道
史
学
科
大
学
院
博
士
課
程
の
授
業
を
欠
か
さ
ず
受
講
、

　
　
西
田
長
男
・
堀
一
郎
両
博
士
よ
り
親
し
く
指
導
を
忝
う
す
。
学
外
で
は
西
脇
順
三
郎

　
　
博
士
の
知
遇
を
得
、
古
代
詩
学
・
言
語
哲
学
の
領
域
で
教
示
を
受
く
。
ま
た
文
芸
面

　
　
で
瀧
井
孝
作
・
三
好
達
治
両
大
家
よ
り
誘
掖
を
受
く
。

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）
　
二
松
学
舎
大
学
教
授

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）
　
東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
教
授

　
　
　
こ
の
間
、
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
大
学
院
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
大
学
院
、
　

　
　
　
大
分
大
学
教
育
学
部
等
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
出
講
。

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
　
名
古
屋
大
学
よ
り
教
育
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）
　
創
価
大
学
教
育
学
部
教
授

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
二
年
）
　
同
大
学
名
誉
教
授
と
な
る

主
要
著
作
一
覧

◎
著
作

『
松
尾
芭
蕉
│
自
然
を
愛
し
た
詩
人
』

一
九
五
九
　
岩
崎
書
店

『
書
物
と
印
刷
の
文
化
史
』一

九
六
〇
　
国
土
社

『
戦
後
の
短
歌
』 

一
九
六
六
　
社
会
思
想
社

『
「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
の
文
化
史
』

一
九
七
二
　
講
談
社

『
日
本
人
と
植
物
・
動
物
』一

九
七
五
　
雪
華
社

『
花
の
思
想
史
』 

一
九
七
七
　
ぎ
ょ
う
せ
い

『
日
本
的
自
然
観
の
研
究
』
（
上
）
（
下
）

一
九
七
八
　
八
坂
書
房

『
日
本
人
と
サ
ク
ラ
』 

一
九
八
〇
　
講
談
社

『
若
き
牧
口
常
三
郎
』
（
上
）

一
九
八
一
　
第
三
文
明
社

『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
�
・
先
史
時
代
』

一
九
八
五
　
第
一
法
規

『
日
本
的
自
然
観
の
変
化
過
程
』

一
九
八
五
　
東
京
電
機
大
学
出
版
局

『
古
事
記
の
物
語
』 

一
九
八
九
　
八
坂
書
房

◎
翻
訳

ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
『
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
画
家
た
ち
』

緑
地
社

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
『
現
代
芸
術
の
精
神
』

昭
森
社

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
『
大
学
教
育
の
理
念
』 

緑
地
社

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
・

フ
ィ
ン
の
冒
険
』
角
川
書
店

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー

の
冒
険
』
角
川
書
店

ス
ウ
ィ
フ
ト
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』角

川
書
店

ブ
ド
ゥ
ア
ン
『
仮
面
の
民
俗
学
』 

 
 

白
水
社

Ｇ
・
ミ
シ
ョ
ー
『
文
学
と
は
何
か
』 

平
凡
社

ア
ラ
ン
『
芸
術
に
関
す
る
一
〇
一
章
』

平
凡
社

ラ
ン
ボ
ー
『
イ
リ
ュ
ミ
ナ
シ
オ
ン
』 

雪
華
社

『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』 

 
 
 

　
　
　

角
川
書
店

デ
ィ
ケ
ン
ズ
『
二
都
物
語
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

学
研

『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
伝
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
談
社

ハ
ー
ン
『
〈
完
訳
〉
怪
談
』 

 
 
 
 
 

　
講
談
社

『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
作
集
』

第
五
巻
・
第
十
四
巻
・
第
十
五
巻
　
恒
文
社

Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
『
日
本
人
の
住
ま
い
』

（
上
）
（
下
）
（
共
訳
） 

 

八
坂
書
房

エ
リ
ア
ー
デ
『
ザ
ル
モ
ク
シ
ス
か
ら
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
へ
』
（
�
）
（
�
） 

 

せ
り
か
書
房

◎
共
編

『
日
本
を
知
る
事
典
』
　
　
　 

社
会
思
想
社

『
新
釈
漢
和
辞
典
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
書
院

〈
全
七
巻
〉

し
ば

と
が

お
き

い
い
わ
け

じ
ん
ぜ
ん

ふ

そ
も
そ
も

は
じ
ま
り

め
ぐ
り
あ

そ

う

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

つ
も
り

あ
お

か
ど
わ
か
し

つ
ぐ

た
だ
た
だ

　
新
し
い
世
紀
の
初
め
に
当
た
り
、
小
社
も
ま
た
旧
套
を
捨
て
て
再
生
清
新
の
歩
み
を
始
め
る
べ
く
、
そ
の
先
登
と
し
て
『
斎
藤
正
二
著
作
選
集
』
（
全
七
巻
）
を

刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
昨
今
、
心
あ
る
人
び
と
か
ら
は
知
の
無
力
・
衰
退
が
嘆
か
れ
、
世
上
に
は
思
考
の
保
守
・
右
傾
化
の
様
相
も
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と
き
、
知
へ
の
飽
く
無
き
追
求

の
も
と
に
日
本
文
化
の
深
奥
を
探
求
し
つ
づ
け
、
真
摯
直
截
な
る
論
述
で
多
く
の
識
者
に
感
銘
を
与
え
、
怠
惰
な
日
本
人
の
心
に
覚
醒
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
つ
づ
け
る

斎
藤
博
士
の
諸
著
作
を
収
録
刊
行
す
る
こ
と
は
時
宜
を
得
た
も
の
と
確
信
す
る
。

　
著
者
斎
藤
正
二
博
士
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
生
ま
れ
で
、
所
謂
、
戦
中
派
と
呼
ば
れ
る
世
代
の
人
で
あ
り
、
気
骨
の
あ
る
自
由
精
神
を
持
ち
つ
づ
け
な
が

ら
戦
中
・
戦
後
の
半
世
紀
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
戦
後
、
弱
冠
二
十
一
歳
に
し
て
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
同
人
欄
作
家
に
推
挙
さ
れ
た
ほ
ど
、
実
作
に
早
熟
の
才
を
示
し
て

斯
界
に
一
頭
地
を
ぬ
き
ん
出
た
が
、
さ
ら
に
詩
歌
俳
と
世
界
を
広
げ
、
そ
こ
に
身
を
投
じ
て
深
く
芸
術
精
神
を
学
び
、
や
が
て
学
芸
部
門
編
集
者
と
し
て
大
い
に
活

躍
し
、
多
く
の
名
著
を
世
に
送
り
出
し
て
一
流
出
版
社
の
重
要
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
社
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
。
そ
の
間
に
ま
た
文
芸
・
美
術
の
評
論
も
手
掛
け
る
が
、

博
士
の
性
格
か
ら
論
旨
の
率
直
厳
正
さ
が
と
も
す
れ
ば
無
用
の
反
感
を
買
い
、
讒
謗
の
標
的
と
な
る
な
ど
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
道
を
断
念
す
る
。
そ
れ
よ
り
改

め
て
学
究
生
活
へ
の
再
出
発
を
決
意
し
、
三
十
歳
に
し
て
日
本
思
想
史
・
宗
教
人
類
学
・
教
育
文
化
史
の
領
域
で
の
研
鑽
に
よ
る
、
独
自
の
研
究
成
果
が
次
第
に
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
や
が
て
日
本
文
化
史
、
就
中
「
日
本
的
自
然
観
」
の
研
究
と
い
う
大
き
な
課
題
が
、
以
後
長
年
に
亘
る
仕
事
と
な
り
、
広
範
な
史
料
を
駆
使
し
て
の
多
角
的
な
研

究
は
余
人
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
と
し
て
大
き
な
評
価
を
得
て
い
る
。
本
選
集
も
こ
の
研
究
成
果
が
主
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
研
究
は
拡
が
っ
て
「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
（
大
和
魂
）
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
所
謂
日
本
伝
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
構
造
に
対
し
て
鋭
い
メ

ス
を
入
れ
て
そ
の
本
質
を
根
本
か
ら
問
い
質
す
分
析
を
行
い
、
ま
た
サ
ク
ラ
（
桜
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
日
本
人
独
自
の
具
体
的
な
自
然
観
の
形
成
に
つ
い
て
、

思
想
・
歴
史
・
宗
教
・
芸
能
・
科
学
な
ど
の
文
献
も
広
く
渉
猟
し
て
博
覧
強
記
の
考
証
は
つ
と
に
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
の
博
士
の
日
本
に
お
け
る
自
然
史
観
の
歴
史
と
思
想
的
背
景
の
研
究
は
、
ま
さ
に
前
人
未
到
の
金
字
塔
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
更
に
言
え
ば
、
斎
藤
博
士
は
教
育
学
、
そ
の
中
で
の
教
育
文
化
史
の
研
究
者
と
し
て
の
道
を
も
歩
み
つ
づ
け
て
い
て
、
そ
の
著
述
も
大
き
な
業
績
で
あ
る
。
人
間

形
成
の
諸
面
に
教
育
が
い
か
に
関
わ
り
、
い
か
な
る
成
果
を
も
た
ら
し
た
か
を
博
士
独
特
の
視
点
で
と
ら
え
た
諸
論
も
一
巻
と
し
て
刊
行
す
る
。

　
以
上
本
著
作
選
集
に
は
斎
藤
正
二
博
士
の
今
日
に
至
る
諸
業
績
を
示
す
重
要
な
著
作
の
大
半
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
二
十
世
紀
後
半
世
紀
に
お
け
る
日
本
文
化
を

論
じ
た
も
っ
と
も
重
要
な
人
物
の
一
人
と
し
て
の
斎
藤
博
士
の
著
作
選
集
を
こ
こ
に
送
る
。
本
集
が
更
に
新
た
な
る
日
本
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
も
な
り
得
れ
ば

望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

八
坂
書
房

刊行のことば

Book Review



単品用注文書

斎
藤
正
二
著
作
選
集

全
７
巻
　
八
坂
書
房

ご
希
望
の
巻
を
ご
記
入
の
上
お
申
し
込
み
下
さ
い

取扱書店

巻

冊

住
所

電
話

氏
名

〒

■

全
巻
の
内
容
■

●
第
一
巻
　

日
本
的
自
然
観
の
研
究
Ⅰ
　
形
成
と
定
着

序
論
　
自
然
観
と
文
学
的
象
徴
　
伝
統
的
自
然
観
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
　
花
と
文
学
的
象
徴

第
一
部
　
日
本
的
自
然
観
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
│
そ
の
定
立
の
条
件

　
日
本
的
自
然
観
の
文
化
史
概
要
／
「
自
然
の
発
見
」
か
ら
「
自
然
観
の
受
容
」
へ
／
日
中
律
令
学
制
の
比
較
学
問
史
的
考
察
・
�
／
日
中
律
令
学
制
の
比
較
学
問
史
的
考
察
・
�
／
律
令
知
識

　
階
級
に
お
け
る
自
然
観
学
習
の
一
過
程
│
専
制
支
配
の
も
と
で
の
ウ
メ
・
モ
モ
・
サ
ク
ラ
の
見
か
た
│
／
『
懐
風
藻
』
の
芸
文
儀
礼
│
〈
自
然
観
の
体
系
〉
／
『
万
葉
集
』
の
政
治
的
思
考
│

　
自
然
観
の
基
底
に
あ
る
も
の
／
「
花
鳥
風
月
」
は
人
間
関
係
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
│
『
古
今
和
歌
集
』
の
自
然
観
を
分
析
す
る
│

第
二
部
　
日
本
的
自
然
観
の
形
成
と
定
着

　
「
文
章
経
国
」
「
君
臣
唱
和
」
の
世
界
│
勅
�
三
漢
詩
集
の
自
然
観
│
／
『
性
霊
集
』
│
空
海
と
い
う
〈
全
人
的
芸
術
家
〉
の
足
跡
／
『
西
宮
記
』
│
〈
漢
籍
援
用
の
思
考
〉
が
生
ん
だ
自
然
観

　
／
『
菅
家
文
草
』
│
〈
古
代
詩
歌
〉
的
自
然
観
の
完
成
と
解
体
／
『
枕
草
子
』
│
〈
類
聚
的
思
考
〉
の
定
着
と
再
創
造
／
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
〈
春
夏
秋
冬
〉
の
存
在
論
的
意
味
／
『
栄
化

　
物
語
』
│
極
楽
浄
土
の
現
実
化
＝
世
俗
化
／
『
大
鏡
』
│
〈
風
流
者
〉
の
美
学
的
模
索
／
『
歌
合
集
』
│
〈
中
国
起
源
〉
の
遊
戯
的
要
素
／
『
新
�
朗
詠
集
』
の
遊
宴
世
界
／
雑
草
、
雑
木
、

　
そ
し
て
雑
芸
／
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
る
〈
日
本
化
の
過
程
〉

●
第
二
巻
　

日
本
的
自
然
観
の
研
究
Ⅱ
　
展
開
の
諸
相

第
三
部
　
日
本
的
自
然
観
の
形
成
と
定
着
（
つ
づ
き
）

　
〈
転
換
期
〉
へ
の
展
望
│
い
け
ば
な
前
史
を
視
座
と
し
て
／
日
本
的
自
然
観
の
中
世
的
展
開
／
中
世
美
学
の
な
か
の
〈
自
然
美
学
〉
／
〈
下
剋
上
〉
時
代
の
到
来
│
〈
合
理
的
〉
自
然
の
発
見

　
／
〈
下
剋
上
〉
の
芸
術
│
い
け
ば
な
の
ひ
と
り
立
ち
／
『
本
朝
文
粋
』
の
残
照
│
花
と
水
と
の
組
み
合
わ
せ
／
茶
の
美
学
・
い
け
ば
な
の
美
学

第
四
部
　
日
本
的
自
然
観
の
展
開
事
例

　
（
1
）
松
　
（
2
）
梅
　
（
3
）
椿
　
（
4
）
桜
　
（
5
）
桃
　
（
6
）
木
瓜
　
（
7
）
竹
　
（
8
）
藤
　
（
9
）
花
菖
蒲
　
（
10
）
山
吹
　
（
11
）
萱
草
　
（
12
）
�
　
（
13
）
菊

　
（
14
）
秋
草
　
（
15
）
楓
　
（
16
）
柳
　
（
17
）
�
薬
お
よ
び
牡
丹

第
五
部
　
花
伝
書
を
た
ず
ね
て 

 

│
天
文
期
・
慶
長
期
「
花
伝
書
」
の
研
究
│

　
一  

花
伝
書
誕
生
時
代
の
社
会
＝
文
化
状
況
／ 

二 

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
見
る
〈
国
際
感
覚
〉
の
横
�
／ 

三 

『
仙
伝
抄
』
と
〈
人
間
解
放
〉
の
論
理
／ 

四 

『
専
応
口
伝
』
の
〈
都
市
的
思

　
考
〉
／ 

五 

『
唯
心
軒
花
伝
書
』
の
〈
唯
物
論
的
思
考
〉
／ 

六 

『
文
阿
弥
花
伝
書
・
西
教
寺
本
』
の
自
然
哲
学
／ 

七 

『
文
阿
弥
花
伝
書
・
鹿
王
院
本
』
の
現
実
感
覚
／ 

八  

陽
明
文
庫
『
立
花

　
故
実
』
の
禅
的
要
素
を
疑
う
／ 

九 

『
小
笠
原
長
時
花
伝
書
』
と
〈
武
人
荘
厳
〉
の
美
学
／ 

一
〇 

『
専
栄
花
伝
書
』
の
〈
教
育
者
〉
的
位
置
／ 

一
一 

『
花
ふ
』
に
見
る
知
識
人
の
苦
悩
│
〈
歴

　
史
観
転
換
〉
の
試
み
／ 

一
二 

『
立
花
秘
伝
抄
』
が
奏
で
る
〈
天
文
時
代
精
神
へ
の
挽
歌
〉
／ 

一
三 

『
百
瓶
華
序
』
が
収
約
す
る
慶
長
時
代
精
神
の
勝
利
／ 

一
四 

『
真
花
伝
』
の
発
想
主
体
│

　
朱
子
学
的
思
惟
／ 

一
五 

『
替
花
伝
秘
書
』
の
な
か
に
設
営
さ
れ
た
仏
教
的
小
宇
宙
／ 

一
六 

『
立
花
大
全
』
と
町
人
的
啓
蒙
の
論
理
／ 

一
七 

『
立
花
時
勢
粧
』
│
天
文
期
花
伝
書
の
最
終
帰
結

第
六
部
　
日
本
の
風
土
│
過
去
と
現
在

　
正
し
い
自
然
観
＝
風
景
観
を
確
立
す
る
た
め
に
／ 

三
つ
の
「
日
本
人
の
自
然
観
」
／
「
古
き
郷
土
」
と
「
新
し
き
郷
土
」
／
〈
海
洋
的
思
考
〉
の
形
成
│ 

牧
口
常
三
郎
少
年
の
場
合
／
『
〈
完
訳
〉

　
怪
談
』
解
説
│
小
泉
八
雲
の
日
本
観
に
つ
い
て
／ 

オ
シ
ラ
神
と
ウ
マ
のIm

age

│
若
き
ネ
フ
ス
キ
ー
の
奥
羽
民
衆
宗
教
研
究
│
／
「
修
行
」
│ 

あ
ま
り
に
も
日
本
的
な
／
武
蔵
野
の
発
見
／ 

風

　
景
│
歴
史
的
人
間
の
作
品
／
「
自
然
を
愛
す
る
」
と
「
自
然
観
を
愛
す
る
」
と
の
間

●
第
三
巻
　

日
本
的
自
然
観
の
研
究
Ⅲ
　
変
化
の
過
程

序
論
　
三
つ
の
通
史
│
花
と
日
本
人
と
の
か
か
わ
り

　
日
本
文
学
史
の
な
か
の
花
／ 

キ
ク
の
日
本
文
化
史
概
説
／ 

ウ
メ
と
サ
ク
ラ
の
植
物
文
化
史
│
自
然
観
も
絶
え
ず
組
み
換
え
ら
れ
〈
変
化
〉
し
て
い
く
│

第
一
部
　
日
本
的
自
然
観
の
古
代
的
枠
組
み

　
花
の
思
想
│
そ
の
相
対
化
の
た
め
に
／
古
代
日
本
人
の
天
空
観
／
日
本
人
と
温
泉
│
〈
神
仙
〉
思
想
の
虚
と
実
／ 

歳
時
記
│
中
国
起
源
の
《
政
治
的
思
考
》
／ 

日
本
人
と
東
西
南
北
／
日
本
人

　
の
色
彩
感
覚
／
サ
ク
ラ
と
白
楽
天
詩
集
│
或
る
勉
強
会
に
お
け
る
小
報
告
・
速
記
録
│
／ 

平
安
王
朝
び
と
の
サ
ク
ラ
美
学
／ 

古
代
文
芸
史
の
基
礎
知
識

第
二
部
　
中
世
、
そ
し
て
近
世
へ
│
日
本
的
自
然
観
の
変
化
過
程

　
日
本
禅
文
化
を
再
点
検
す
る
／
「
い
け
ば
な
」
成
立
期
の
時
代
精
神
と
背
景
社
会
／ 

花
を
立
て
る
│
近
世
初
期
管
理
社
会
の
な
か
で
／ 

芭
蕉
と
元
禄
期
社
会
文
化
／ 

サ
ク
ラ
と
近
世
本
草
学
者

　
三
人
│
貝
原
益
軒
・
新
井
白
石
・
小
野
蘭
山
の
サ
ク
ラ
理
解
に
つ
い
て
│
／ 

近
世
社
会
の
植
物
文
化
交
流
史
│
「
バ
ラ
の
歴
史
」
を
読
み
な
お
す
│
／
「
と
り
あ
わ
せ
」
の
近
世
美
学 
／
「
き

　
ま
り
」
の
記
号
学
的
考
察
│
江
戸
町
人
文
化
の
一
頂
点
た
る
悪
所
で
発
生
し
た
特
殊
用
語
│
／ 

菅
江
真
澄
に
お
け
る
絶
え
ざ
る
内
部
変
革
│
「
遊
歴
文
人
」
か
ら
「
自
然
誌
旅
行
家
」
へ
│

第
三
部
　
明
治
近
代
│
日
本
的
自
然
観
を
相
対
化
し
た
ひ
と
び
と

　
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
『
日
本
人
の
住
ま
い
』
訳
者
解
説
│
そ
の
「
比
較
研
究
」
と
〈
民
族
学
的
思
考
〉
と
に
つ
い
て
│
／
《
進
歩
的
》
思
想
家
と
し
て
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
像
│
そ
の
ス

　
ペ
ン
サ
ー
進
化
論
哲
学
へ
の
傾
倒
の
仕
方
を
め
ぐ
っ
て
│

●
第
四
巻
　

日
本
的
自
然
観
の
研
究
Ⅳ
　
変
容
と
終
焉

序
論
　
日
本
的
自
然
観
の
窮
極
に
あ
る
も
の

　
一 

自
然
像
・
自
然
観
・
自
然
概
念
の
窮
極
に
あ
る
も
の
／ 

二 

日
本
的
世
界
観
と
日
本
的
自
然
観
と
の
間
／ 

三 

日
本
的
自
然
観
と
い
う
自
然
観
の
変
奏
曲

第
一
部
　
日
本
的
自
然
観
の
形
成
と
変
容

　
一  

古
代
国
家
の
形
成
と
学
校
の
成
立
／ 

二  

菊
と
日
本
人
│
中
国
原
産
の
キ
ク
が
日
本
国
花
「
キ
ク
」
と
な
る
ま
で
／ 

三  

サ
ク
ラ
と
サ
ク
ラ
観
と
の
間
│
「
自
然
を
愛
す
る
」
思
想
と
「
自

　
然
観
を
愛
す
る
」
観
念
形
態
／ 

四  

等
楊
雪
舟
の
「
中
国
の
旅
」
再
考
│
日
本
水
墨
画
の
教
育
文
化
史
的
検
証
／
　
五  

三
つ
の
民
俗
学
的
仮
説
│
桜
の
信
仰
に
つ
い
て
│
菅
江
真
澄
・
柳
田
国

　
男
・
折
口
信
夫
は
互
い
に
対
立
＝
矛
盾
す
る

第
二
部
　
自
然
観
お
よ
び
国
家
観

　
一 

「
日
本
人
の
自
然
観
」
を
特
定
せ
ぬ
ほ
う
が
よ
い
│
サ
ク
ラ
を
例
に
と
っ
て
考
え
る
／
二  

古
代
日
本
児
童
文
化
史
序
論
│
日
本
人
の
〈
子
ど
も
〉
の
見
か
た

第
三
部
　
近
代
知
識
人
の
自
然
理
解

　
一  

明
治
大
正
昭
和
三
代
の
知
識
人
の
自
然
解
釈
／ 

二  

明
治
初
期
地
理
学
思
想
家
た
ち
に
通
貫
す
る
も
の
│
福
沢
諭
吉
・
内
田
正
雄
・
久
米
邦
武
・
内
村
鑑
三
・
志
賀
重
昴
な
ど
／ 

三  

正
岡

　
子
規
「
写
生
説
」
の
精
神
的
基
礎
／ 

四  

牧
口
常
三
郎
の
教
育
思
想
家
像
│
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
普
遍
的
「
知
」
の
追
究
と
／ 

五  

若
き
牧
口
常
三
郎
と
現
代
│
『
人
生
地
理
学
』
研
究
の
最
前

　
線
か
ら
／ 

六  

山
村
暮
鳥
童
話
『
鉄
の
靴
』
の
神
話
的
思
考
│
詩
人
暮
鳥
に
お
け
る
《
自
然
》
《
人
類
的
な
も
の
》
の
発
見
／ 

七  

若
き
詩
人
八
木
重
吉
の
思
想
的
基
本
命
題
│
根
源
的
幻
想
「
ふ

　
る
さ
と
」
を
理
性
的
に
馴
致
す
る

●
第
五
巻
　

日
本
人
と
サ
ク
ラ
／
花
の
思
想
史

日
本
人
と
サ
ク
ラ

　
ま
え
が
き

序
章
　
「
日
本
の
サ
ク
ラ
」
と
「
世
界
の
サ
ク
ラ
」

　
一 

「
日
本
の
サ
ク
ラ
」
の
現
状
、
お
よ
び
、
未
来
へ
の
展
望
／ 

二  

サ
ク
ラ
が
美
し
く
あ
る
た
め
の
基
礎
条
件
／ 

三 

「
サ
ク
ラ
の
国
」
の
「
桜
の
園
」
の
住
民
と
し
て

第
一
章
　
日
本
人
に
と
っ
て
サ
ク
ラ
と
は
何
で
あ
っ
た
か

　
一  

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
問
い
が
生
ま
れ
た
か
／  

二 

「
サ
ク
ラ
の
神
話
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
／ 

三 

「
サ
ク
ラ
の
社
会
神
話
」
│
昭
和
十
年
代
の
〈
散
る
サ
ク
ラ
〉
思
想
／ 

四  

山

　
田
孝
雄
の
場
合
│
孤
立
す
る
〈
う
る
わ
し
い
サ
ク
ラ
〉
思
想
／ 

五 

「
桜
花
国
」
か
「
松
国
」
か

第
二
章
　
「
サ
ク
ラ
の
社
会
科
学
」
の
樹
立
を
め
ざ
し
て

　
一 

「
サ
ク
ラ
の
社
会
神
話
」
か
ら
「
サ
ク
ラ
の
社
会
科
学
」
へ
／ 

二  

桜
博
士
に
よ
る
「
サ
ク
ラ
の
公
理
」
を
手
が
か
り
に
し
て
（
�
）
／ 

三  

桜
博
士
に
よ
る
「
サ
ク
ラ
の
公
理
」
を
手
が
か

　
り
に
し
て
（
�
）
／ 

四  

桜
博
士
に
よ
る
「
サ
ク
ラ
の
公
理
」
を
手
が
か
り
に
し
て
（
�
）
／ 

五 

国
花
と
い
う
考
え
か
た

第
三
章
　
サ
ク
ラ
の
植
物
文
化
誌

　
一  

ふ
た
た
び
、
桜
博
士
に
よ
る
「
サ
ク
ラ
の
公
理
」
を
手
が
か
り
に
し
て
／ 

二  

サ
ク
ラ
は
日
本
原
産
と
は
い
え
な
い
／ 

三  

サ
ク
ラ
の
種
類
│
ほ
と
ん
ど
全
部
が
園
芸
品
種
で
あ
る
／ 

四  

美

　
し
い
園
芸
品
種
は
、
鎌
倉
期
、
関
東
農
民
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
／ 

五  

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
〈
点
と
線
〉

第
四
章
　
サ
ク
ラ
の
象
徴
文
化
誌

　
一  

サ
ク
ラ
の
語
原
に
つ
い
て
／ 

二  

サ
ク
ラ
の
信
仰
に
つ
い
て
／ 

三  

サ
ク
ラ
の
美
学
│
そ
の
歴
史
的
点
描
／ 

四  

花
の sym

bol 

は
固
定
し
て
い
な
い
／ 

五 

〈
サ
ク
ラ
嫌
い
〉
の
系
譜
│
朔

　
太
郎
・
賢
治
・
梶
井
・
坂
口
・
大
岡

花
の
思
想
史

　
ま
え
が
き

第
一
章
　
花
の
発
見

　
日
本
列
島
原
住
民
と
植
物
文
化
／ 

縄
文
人
と
ト
チ
の
花
・
弥
生
人
と
イ
ネ
の
花
／ 

大
和
国
家
の
成
長
と
〈
大
陸
の
花
〉

第
二
章
　
古
代
律
令
国
家
と
花
木
観
賞
（
Ａ
）

　
律
令
国
家
建
設
の
背

骨

│
中
国
詩
文
の
学
習
／ 

一
つ
松
、
あ
せ
を
│
『
古
事
記
』
の
場
合
／ 

サ
ク
ラ
は
王
権
の
象
徴
│
『
日
本
書
紀
』
の
場
合
／ 

梅
に
鶯
│
『
懐
風
藻
』
の
場
合
（
１
）
／ 

　
タ
ケ
は
律
令
貴
族
の
占
有
物
│
『
懐
風
藻
』
の
場
合
（
２
）

第
三
章
　
古
代
律
令
国
家
と
〈
花
木
観
賞
〉
（
Ｂ
）

　
律
令
官
僚
知
識
人
の
ハ
イ
カ
ラ
美
学
／ 

つ
ら
つ
ら
椿
│
『
万
葉
集
』
の
場
合
（
１
）
／ 

蓮
の
ご
と
き
美
女
│
『
万
葉
集
』
の
場
合
（
２
）
／ 

秋
の
七
草
│
『
万
葉
集
』
の
場
合
（
３
）
／ 

柳

　
の
語
原
は
「 Y

ang
 

の
木
」
で
あ
る
│
『
万
葉
集
』
の
場
合
（
４
）
／ 

桃
の
花
下
照
る
道
│
『
万
葉
集
』
の
場
合
（
５
）
／ 

カ
キ
ツ
バ
タ
も
美
女
の Signe 

│
『
万
葉
集
』
の
場
合
（
６
）

第
四
章
　
平
安
貴
族
社
会
に
咲
き
匂
う
花
々

　
王
朝
文
化
の
二
極
│
真
名
文
思
考
と
仮
名
文
思
考
／ 

「
楓
」
が
カ
エ
デ
と
同
一
化
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
│
『
経
国
集
』
の
場
合
／ 

「
花
鳥
風
月
」
は
人
間
関
係
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
│
『
古
今
和
歌
集
』

　
の
場
合
（
１
）
／ 

「
天
つ
星
」
に
譬
え
ら
れ
た
キ
ク
の
花
│
『
古
今
和
歌
集
』
の
場
合
（
２
）
／ 

摂
関
的
〈
フ
ジ
讃
美
〉
の
宗
教
文
化
史
的
源
流
を
さ
ぐ
る
│
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
／ 

ヤ
マ

　
ブ
キ
と
混
同
さ
れ
た
款
冬
│
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
場
合
／ 

ボ
タ
ン
と
『
白
氏
文
集
』
│
『
詞
花
和
歌
集
』
の
場
合
／ 

ワ
ス
レ
グ
サ
に
見
る
〈
日
本
化
〉
の
過
程
│
『
今
昔
物
語
集
』
の
場
合

第
五
章
　
新
時
代
に
咲
き
乱
れ
る
庶
民
の
花
々

　
古
代
国
家
の
終
焉
│
〈
新
し
い
人
間
〉
の
登
場
／ 

ス
ス
キ
の
美
学
・
花
ざ
か
り
を
見
な
い
〈
花
の
美
学
〉
│
中
世
の
花
々
／ 

「
花
伝
書
」
の
簇
生
│
近
代
へ
の
展
望
│
戦
国
乱
世
の
花
々

●
第
六
巻
　

「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
の
文
化
史
／
日
本
教
育
文
化
史
序
論
／
動
物
と
日
本
人

「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
の
文
化
史

　
ま
え
が
き

�
　
偶
像
は
戦
後
も
な
お
生
き
て
い
る

　
一 

「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
に
関
す
る
四
つ
の
偶
像
／ 

二 

「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
は
超
国
家
主
義
の
理
論
体
系
で
あ
る
か
／ 

三 

「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
は
忠
君
愛
国
の
新
宗
教
で
あ
る
か
／ 

四 

「
や

　
ま
と
だ
ま
し
い
」
は
武
士
道
と
同
義
語
で
あ
る
か
／ 

五 

「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
の
シ
ン
ボ
ル
│
桜
と
菊
に
つ
い
て

�
　
「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
の
発
見

　
一 

『
源
氏
物
語
』
乙
女
巻
の
「
大
和
魂
」
／ 

二 

『
大
鏡
』
巻
二
の
「
や
ま
と
だ
ま
し
ひ
」
／ 

三 

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
廿
九
の
「
和
魂
」
／ 

四 

『
中
外
抄
』
久
安
元
年
八
月
十
一
日
条
の
「
や

　
ま
と
た
ま
し
ひ
」
／ 

五 

『
愚
管
抄
』
巻
第
四
鳥
羽
の
「
ヤ
マ
ト
ダ
マ
シ
イ
」
／ 

六 

『
詠
百
寮
和
歌
』
文
章
博
士
の
「
大
和
と
玉
し
ゐ
」
　

�
　
「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
の
実
像
と
虚
像

　
一 

「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
は
摂
関
時
代
社
会
の
生
活
論
理
で
あ
る
／ 

二 

「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
の
不
在
期
と
再
発
見
期

日
本
教
育
文
化
史
序
論

第
一
章
　
日
本
列
島
の
黎
明
か
ら
古
代
国
家
の
成
立
ま
で

　
一  

更
新
世
人
類
の
登
場
、
そ
し
て
、
縄
文
人
の
活
躍
／ 

二  

弥
生
人
の
稲
作
文
化
、
そ
し
て
、
倭
国
誕
生
／ 

三 

「 

教 
 
 

化 

く
る
」
│
日
本
教
育
事
始
め
／ 

四 

「
論
語
・
千
字
文
、
貢
進
り
き
」

　
│
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
教
育
事
始
め
／ 

五  

冊
封
体
制
の
な
か
の
日
本
、
そ
し
て
、
聖
徳
太
子
「
憲
法
十
七
条
」
／ 

六  

冊
封
体
制
の
な
か
の
日
本
、
そ
し
て
、
聖
徳
太
子
「
憲
法
十
七
条
」
（
つ

　
づ
き
）
／ 

七  

大
化
改
新
、
そ
し
て
、
帰
国
留
学
生
の
果
た
し
た
役
割
／
八  

日
本
律
令
国
家
の
建
設
│
東
ア
ジ
ア
世
界
の
政
治
力
学
の
な
か
で
／ 

九  

学
校
創
設
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
説
明
譚

　
／ 

一
〇  

学
校
創
設
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
説
明
譚
（
つ
づ
き
）

第
二
章
　
古
代
律
令
国
家
の
教
育
文
化

　
一  

大
宝
律
令
の
完
成
│
そ
の
実
施
お
よ
び
成
立
条
件
／ 

二 

「
学
令
」
の
本
質
、
そ
し
て
、
大
学
寮
の
本
質
／ 

三  

律
令
的
仏
教
│
鎮
護
国
家
か
ら
民
衆
救
済
ま
で
の
道
程
／ 

四  

白
鳳
天
平
の

　
学
芸
文
化
│
そ
の
光
彩
と
陰
翳
／ 

五  

遣
唐
使
│
東
ア
ジ
ア
世
界
と
い
う
国
際
政
治
機
構
の
論
理
を
と
お
し
て
／ 

六  

仲
麻
呂
と
道
鏡
、
そ
し
て
、
新
王
朝
に
よ
る
平
安
奠
都
／ 

七  

平
安
王
朝

　
文
化
の
本
質
│
漢
文
学
習
の
徹
底
化
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
思
想
的
地
盤

動
物
と
日
本
人

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
／
馬
（
そ
の
一
）
／
馬
（
そ
の
二
）
／
牛
／
猪
／
犬
／
狸
／
蛙
／
鶯
／
燕
／
雉
／
山
鳥
／
駒
鳥
／
葭
切
／
秧
鶏
／
鵜
／
鴛
鴦
／
鶏
／
鯛
／
鰹
／
�
／
鰤
／
鮭
／
鰻
／
蜂

●
第
七
巻
　

教
育
思
想
・
教
育
史
の
研
究

　
例
言

一
　
二
育
と
三
育
と
の
間
│
牧
口
教
育
理
論
の
基
本
思
考
を
検
証
す
る
作
業
の
試
み

　
１ 

問
題
の
所
在
／ 

２ 

従
来
の
定
説
を
疑
う

二
　
教
師
の
歴
史

　
１ 

教
師
の
〈
祖
型
〉
を
さ
ぐ
る
／ 

２ 

教
師
像
の
移
り
か
わ
り
／ 

３ 

日
本
社
会
が
描
く
教
師
像

三
　
「
子
育
て
」
の
記
号
学
的
考
察

四
　
教
育
史
の
哲
学
│
教
授
学
と
教
育
学
と
の
境
界

五
　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
教
育
思
想
の
研
究

　
１ 

こ
の
論
題
を
選
ん
だ
理
由
／ 

２ 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
評
価
史
に
関
す
る
素
描
（
Ａ
）
／ 

３ 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
評
価
史
に
関
す
る
素
描
（
Ｂ
）
／ 

４ 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
評
価
史
に
関
す
る
素
描
（
Ｃ
）

　
／ 

５ 

『
法
の
精
神
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
め
る
（
そ
の
一
）
／ 

６ 

『
法
の
精
神
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
め
る
（
そ
の
二
）
／ 

７ 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー 

vs 

ル
ソ
ー

六
　
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
教
育
思
想

　
１ 

『
自
伝
』
の
成
立
と
、
『
自
伝
』
以
後
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
／ 

２ 

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
お
け
る
〈
近
代
的
人
間
〉
お
よ
び
そ
の
全
体
像
／ 

３ 

『
自
伝
』
は
ど
の
よ
う
に
読
む
べ
き
か

七
　
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
の
教
育
思
想
│
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
』
に
あ
ら
わ
れ
た
教
育
理
論

八
　
尾
崎
行
雄
の
初
期
教
育
思
想
研
究

　
１ 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
論
題
を
選
ん
だ
か
／ 

２ 

尾
崎
行
雄
に
つ
い
て
の
小
ス
ケ
ッ
チ
／ 

３ 

二
つ
の
青
春
│
尾
崎
行
雄
の
場
合
／ 

４ 

二
つ
の
処
女
作
（
ａ
）
│
『
公
開
演
説
法
』
の
思
想
的
動
機

　
／ 

５ 

二
つ
の
処
女
作
（
ｂ
）
│
『
権
理
提
要
』
に
み
る
ス
ペ
ン
サ
ー
理
解
／ 

６ 

思
想
家
・
尾
崎
行
雄
の
理
論
形
成
プ
ロ
セ
ス

九
　
『
日
本
│
一
つ
の
試
論
』
補
注
│
《
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
思
想
家
像
》
探
索
の
た
め
に
　

ふ
り
ゆ
う
ざ

ア
ル
テ
・
ハ
イ
マ
ー
ト

ノ
イ
エ
・
ハ
イ
マ
ー
ト

ユ
ー
ト
ピ
ア

ユ

ー

ト

ピ

ア

ヤ
　
ン

シ
ー
ニ
ュ

イ
ド
ー
ラ

か
ん
と
う

ま   

な   

ぶ
み

か   

な   

ぶ
み

※
各
巻
の
内
容
に
多
少
の
移
動
・

　
変
更
が
生
じ
る
こ
と
が
ご
ざ
い

　
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

み

た

り

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
ッ
ク
ボ
ウ
ン

は
ち
す

シ
ン
ボ
ル

そ
う
せ
い

を
し
へ
お
も
ぶ

く
い
な

う

お
し
ど
り

ふ
う

し
た
て


